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１．自動運転とは 



１．自動運転とは 3 

※1 平成26年実績、警察庁調べ 出典：国土交通省自動運転戦略本部（第1回会合）資料2抜粋 

（１）国土交通省では、交通事故の削減、少子高齢化による公共交通の衰退等への対応、渋滞の緩和、国  
     際競争力の強化等の自動車及び道路を巡る諸課題の解決に大きな効果が期待される自動車の自動  
     運転について、国土交通省として的確に対応するため、省内に国土交通省自動運転戦略本部を設置 
（２）国土交通省自動運転戦略本部では、自動運転実現による効果を以下のように整理 

■自動運転の効果 



２．自動運転とは 自動運転のレベル 4 

出典：国土交通省自動運転戦略本部（第1回会合）資料2抜粋 

（１）自動運転は、システムによる監視とドライバーによる監視の分解（縦軸）と技術レベル（横軸）から、 
    ５段階のレベルを設定 

本実験で実施 

本実験で実施 



島根県飯石郡飯南町
（道の駅 赤来高原）

いいしぐん いいなんちょう

滋賀県東近江市蓼畑町
（道の駅 奥永源寺渓流の里）

ひがしおうみし たてはたちょう

栃木県栃木市西方町
（道の駅 にしかた）

とちぎし にしかたまち

秋田県北秋田郡上小阿仁村
（道の駅 かみこあに）

きたあきたぐん かみこあにむら
北海道広尾郡大樹町
（道の駅 コスモール大樹）

ひろおぐん たいきちょう

たいき

山形県東置賜郡高畠町
（道の駅 たかはた）

ひがしおきたまぐん たかはたまち

茨城県常陸太田市
（道の駅 ひたちおおた）

ひたちおおたし

富山県南砺市
（道の駅 たいら）

なんとし

長野県伊那市
（道の駅 南アルプスむら長谷）

いなし

はせ

岡山県新見市
（道の駅 鯉が窪）

にいみし

福岡県みやま市
（みやま市役所 山川支所）

新潟県長岡市
（やまこし復興交流館おらたる）

ながおかし

岐阜県郡上市
（道の駅 明宝）

ぐじょうし

めいほう

愛知県豊田市
（道の駅 どんぐりの里いなぶ）

とよたし

山口県宇部市
（楠こもれびの郷）

うべし

こい くぼ

あかぎこうげん

やまかわししょ

くすのき さと

熊本県葦北郡芦北町
（道の駅 芦北でこぽん）

あしきたぐん あしきたまち

あしきた

徳島県三好市
（道の駅 にしいや・かずら橋夢舞台）

みよしし

ばしゆめぶたい

滋賀県大津市
（道の駅 妹子の郷）

おおつし

いもこ さと

おくえいげんじ けいりゅう さと

さと

（１１／２６～１１／３０）

３．自動運転 自動運転実証実験の経緯 5 

（１）国土交通省では、超高齢化が進行する中山間地域における人流・物流の確保のため、道の駅など地域 
     の拠点を核とする自動運転サービスの導入を目指し、全国で実証実験を開始する 
（２）実験環境や拠点性等を踏まえ、主に技術的な検証を速やかに実施するための道の駅５箇所、ビジネスモデルの高い実現

性が期待できる箇所等8箇所及び、具体化に向けてフィージビリティスタディを行う5箇所を選定 

出典：国土交通省報道発表資料より抜粋 

■平成２９年度 実証実験実施箇所 

主に技術的な検証
を実施する箇所

主にビジネスモデ
ルを検討する箇所

ビジネスモデルの更なる具体
化に向けてフィージビリティス
タディを行う箇所（机上検討）

：FS箇所：地域指定型 ：公募型



４．自動運転実証実験 実験車両 6 

○先進モビリティ株式会社が開発する自動運転車両を使用 
○自動運転バス実験車両は、地図情報やGPS、レーザーライダー等から収集した情報に基づいて走行する 
○加速、操舵、移動をすべてシステムが自動で実施するレベル４（高度運転自動化）での走行が可能 



「道路・交通」の検証 

一般車両と自動運転車両が円滑に通
行するための道路構造の要件の検証 

「社会受容性」の検証 

 「地域への効果」の検証 

道の駅での乗降 

自動運転技術への信頼性、乗り心地等 

運転手不在による走行（専用空間内） 

集落から道の駅への弁当等の 
加工品の配送実験 

○ 道の駅「奥永源寺」を中心に、地域の集落や市役所支所、診療所を結ぶ走行延長約４．６ｋｍのルートを走行。 
○ マイクロバスタイプ車両（レベル２＋４）を使用し、周辺住民を中心に１２４名がモニターとして乗車。 

【使用した車両】 
（先進モビリティ（株）） 

○ＧＰＳと磁気マーカにより
自己位置を特定して走行 

 

［１１／１１～１７］ 

○運転手が監視しながらの
走行（レベル２）も可能 

 

モニターの声 
• 興味津々で安心して乗っていた。 
• 一般的なバスと比較しても、走行に不安を覚えることはなかった。 

磁気マーカー 

100m 0 

N

道の駅 
奥永源寺 
渓流の里 生産物出荷場 

 

（仕出し弁当） 

農作物集荷場 
 

（政所茶） 生産物出荷場 
 

（納豆、まいたけごはん） 

市役所支所 
診療所 

運転手が監視しながら 
自動走行 

 
 ○ハンドル・アクセルは自動
（緊急時は介入） 
 

        ○一般車・歩行者との混在区
間を走行 ［4.6km］ 

（自動運転レベル２） 

ＧＰＳの不感地帯 
（磁気マーカー設置区間） 

10/3（火）のみ 

運転手不在で自動走行 

 
 ○緊急対応用に係員が乗車 
 ○専用空間を走行 

34 

手動運転 

道の駅へ 

［0.2km］ 

（自動運転レベル４） 

高精度GPS 

約 ４．６ km 

7 ５．自動運転実証実験実績 道の駅「奥永源寺 渓流の里」 （滋賀県東近江市） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Japanese_National_Route_Sign_0421.svg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Gifu_Pref_Route_Sign_Template.svg
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２．自動運転実証実験（案） 



１．実証実験の概要 9 

■実験目的 
〇超高齢化が進行する中山間地域における人流・物流の確保のため、自動運転サービスの導入を
目指し、実証実験を実施する。 

〇自動運転サービスの社会実装に向けた、道路・交通、地域環境、コスト、社会受容性、地域へ
の効果等の内容について検証を行う。 

■実験期間 
①「レベル２（ドライバー乗車）」 走行：4日間実施（+予備日1日） 
 
 
 
 
②「レベル４ （ドライバーなし）」 走行：1日間実施 
  

○道の駅「南アルプスむら長谷」を拠点とした自動運転サービス実証実験は、年明け年度内に6日間実施 
○「レベル2（ドライバー乗車）」での走行を基本とし、一部区間において専用空間を設置し「レベル４（ドライバーなし）」
での走行を実施 

※レベル２（ドライバー乗車） 
 ドライバーが運転席に乗車した状態で加速、操舵、制動を全てシステムが自動で実施 
（緊急時にはドライバーが制御） 

※レベル４（ドライバーなし） 
 専用区間を設け、ドライバーが運転席に乗車しない状態で加速、操舵、制動を全てシステムが自動で実施 



２．実験シナリオ及びダイヤ 10 

■運行シナリオ 

・運行のシナリオは、レベル２とレベル４走行で実施 
・運行時間帯は、9時～17時の間で、既存の路線バス（長谷循環バス、三義・長谷循環バス）の運行ダイヤに影響のな
い時間を活用して走行 

運行
日数 

運行シナリオ 
（走行レベル） 

ﾓﾆﾀｰ 
乗車 

貨客 
混載 本数 

運行ダイヤ 
9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 

4日 
 レベル２走行 あり あり 4本 

１日
※２ 

レベル２走行 
   ＋ 
レベル４走行 

なし なし 2本 

平日 路線バス - - - 

Lv4 Lv4 

Lv2 Lv2 Lv2 

火・水のみ バスダイヤは、美和診療所
～小学校通過時刻 

長谷循環バス（上り）

長谷循環バス（下り）

三義・長谷循環バス

Lv2 レベル2走行 

Lv4 レベル4走行 

（+予備日 
  1日） 

※１ 貨客混載による商品等の配送（レベル２） 
※２ 道の駅の物販施設定休日に実施 

Lv2 Lv2 
＋ ＋ 

Lv2 
※１ 



道の駅南アルプスむら長谷

長谷総合支所

美和診療所

152

152

中山

小学校

３．走行ルート 11 

長谷総合支所⇔道の駅「南アルプス長谷」→
美和診療所などの拠点を結ぶルート 

実験 
ルート 

走行延長 

走行方法 

全体延長：往復約5ｋｍ（レベル２）   
       ※うち約0.8km（往復）を、 
        特定日のみレベル４走行 

①交通規制等による専用空間を走行 
 ・自動運転レベル４ 
 ・緊急停止用の係員が同乗 
②混在交通（公道）を走行 
 ・自動運転レベル２ 
 ・ドライバーが同乗 
③レベル２区間（道の駅～中山停留所～長
谷総合支所）では、乗客のみではなく、荷
物の運搬も可能な貨客混載バスとして運行 

バス停

自動運転（レベル2）
自動運転（レベル4）

走行ルート 
（レベル2） 
約5km 
（往復） 

国土地理院

※特定日のみ
レベル4走行 
約0.8km
（往復） 

往路 復路 

農作物集荷場 



４．自動運転実証実験 運行シナリオ 12 

〇往復約5kmの走行コースを約20分程度で走行 

中
山 

小
学
校 

長
谷
総
合
支
所 

RTK-GPS 

5分 1分 1分 

④ ③ ② ① 

RTK-GPS RTK-GPS 

※20km/hで走行すると想定 

④ ③ ② 

① 

手動運転 

        自動運転（レベル２） 
        自動運転（レベル４） 
        手動運転 
RTK-GPS:携帯電話回線を利用して
リアルタイムで位置情報を測定する方
法。精度は数cmと高い。 

中山バス停 

小学校バス停 

RTK-GPS 
/磁気マーカー 

美
和
診
療
所 

道の駅 
南ｱﾙﾌ゚ ｽむら長谷 

２分 



道の駅南アルプスむら長谷

長谷総合支所

美和診療所

152

152

中山

小学校

道の駅南アルプスむら長谷

長谷総合支所

美和診療所

152

152

中山

小学校

５．自動運転実証実験 貨客混載 13 

○バーチャルマーケットを想定し、道の駅での受注・商品の積載、長谷総合支所での商品受注を行う 
○既存の物流用ドローンポート（実験）の活用の検証として、総合支所等からの書類の受け渡しを行う 

貨客混載 シナリオ１ バーチャルマーケット 

②受注・積込  

 

貨客混載 シナリオ2 ドローンとの連携 

①書類発送 

③書類を受取りドローンに積込 
ドローンポート 

荷物の受取→自動走行による運搬→ドローンへの積込 
（→住民へ運搬※）※今回実験では、住民への運搬は実施しない 
 

②長谷総合支所から 
自動走行で書類運搬 

［2.1km］ 

④書類受領 

（テレビ電話で注文※）→道の駅で商品積込 
 →総合支所で受渡し ※今回実験では、電話で注文 

 ①発注    ④商品受取り 

③長谷総合支所から 
自動走行で商品運搬 

［2.1km］ 



６．自動運転実証実験 道の駅敷地内 14 

〇道の駅の軒下を待機所として活用し、乗客の乗降を行う 
〇道の駅敷地内の利用者に対し交通誘導員による誘導を実施。 

       ：誘導員 
 
       ：案内看板 
 

〇乗客の待機場所、乗降場所、寒さ対策、ア
ンケート回答場所、荷の積み下ろし、道の駅
と要調整 

バス待機所 

道の駅
南アルプスむら

長谷

道の駅「南アルプス長谷」を拠点とした自動運転サービス」協議会

国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所
計画課 tel:0265-53-7204
伊那市役所
企画部企画政策課 tel:0265-78-4111

バス 
待機所 

車両出入口 

道の駅 
南アルプスむら 

長谷 

実証実験中 

道の駅南アルプスむら長谷

長谷総合支所
.. 長谷小学校

長谷中学校

.長谷総合グラウンド

美和診療所

.
美和郵便局

152

152

中山

小学校

走行ルート
（レベル2）
約2.5km

国土地理院

走行ルート
（レベル4 ）
約0.4km

道の駅「南アルプス長谷」を拠点とした自動運転サービス」協議会 
 
国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所 
 計画課 tel:0265-53-7204 
伊那市役所 
 企画部企画政策課 tel:0265-78-4111 

平成30年●月●日（●） 
         ●日（●） 
         ●日（●） 
 

道の駅
南アルプスむら

長谷

実証実験中

走行ルート
（レベル2）
約2.5km

走行ルート
（レベル4 ）
約0.4km

道の駅「南アルプス長谷」を拠点とした自動運転サービス」協議会

国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所
計画課 tel:0265-53-7204
伊那市役所
企画部企画政策課 tel:0265-78-4111

平成30年2月●日（●）
●日（●）
●日（●）

案内看板（イメージ） 

写真1 

写真1 

写真２ 

写真2 



道の駅
南アルプスむら長谷

美和診療所

152

南アルプス公園

伊那市諸施設
長谷健康増進センター

気の里
ヘルスセンター

栃の木

美和湖

デイサービス
センター
やすらぎ

高齢者
専用住宅

長谷
鍼灸治療所

さくらの家

美和診療所停留所

152

７．自動運転実証実験 レベル４専用空間：走行ルート 15 

〇道の駅～美和診療所でレベル４走行を実施（レベル４走行中は通行止規制を実施） 
〇モニターの乗車は行わない 

※レベル４（ドライバーなし）： 
専用走行空間を設け、ドライバーが
運転席に乗車しない状態で走行し、
加速、操舵、制動をすべてシステム
が自動で実施する 国土地理院

写真１ 
（レベル4走行開始地点） 

専用走行空間 

写真２ 
（中間地点） 

専用走行空間 

専用走行空間 

写真3 
（レベル4走行終了地点） 

バス停

自動運転（レベル4）
手動運転

写真１ 

写真2 

写真3 



８．実証実験の安全対策 16 

〇一般道を通行可能な基準を満たした車両を使用 
<自動運転時> 

〇事前に設定した走行軌跡（座標、磁気マーカ）に従い走行 
〇レーザーライダー等による前方障害物検知機能 
〇訓練を受けた操作員を同乗させ、異常時には緊急停止させる 
＜手動運転時＞ 

○後続車両にも配慮して運行 

■車両側の安全対策 

〇走行ルート（レベル4区間）は交通規制を実施 
〇案内看板、バリゲート、カラーコーン等により、通行止を行い、
人や車などルート上への進入を制限 

〇誘導員により人や車を誘導 

■交通規制による安全対策 

■安全に見学できる場所の設定 
〇安全に実験の見学ができる見学エリアを南アルプス公園に設定 
〇通過ルート上での見学をお断りする 

案内看板 

実証実験中

通
行
止

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

こ
の
先

10 月　 日（ 　 ）
～ 10 月　 日（ 　 ）
　 　 10 :00 ～ 15 :00

道の駅「 芦北でこ ぽん」 を 拠点と し た
       自動運転サービ ス地域実験協議会
　
国土交通省九州地方整備局熊本河川国道事務所
　 交通対策課  　 TEL： 096-382-1111
芦北町役場
　 企画財政課　 TEL：  0966-82-2511

2月 日（ ）
～2月 日（ ）

○○：○○～○○：○○

道の駅「南アルプス長谷」を拠点とした
自動運転サービス」協議会

国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所
計画課 tel:0265-53-7204
伊那市役所
企画部企画政策課 tel:0265-78-4111

●月●日（ ） 
～●月●日（ ） 
○:○～○:○ 



実証実験中

通
行
止

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

こ
の
先

10 月　 日（ 　 ）
～ 10 月　 日（ 　 ）
　 　 10 :00 ～ 15 :00

道の駅「 芦北でこ ぽん」 を 拠点と し た
       自動運転サービ ス地域実験協議会
　
国土交通省九州地方整備局熊本河川国道事務所
　 交通対策課  　 TEL： 096-382-1111
芦北町役場
　 企画財政課　 TEL：  0966-82-2511

2月 日（ ）
～2月 日（ ）

○○：○○～○○：○○

道の駅「南アルプス長谷」を拠点とした
自動運転サービス」協議会

国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所
計画課 tel:0265-53-7204
伊那市役所
企画部企画政策課 tel:0265-78-4111

道の駅「南アルプス長谷」を拠点とした
自動運転サービス」協議会

国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所
計画課 tel:0265-53-7204
伊那市役所
企画部企画政策課 tel:0265-78-4111

道の駅「南アルプス長谷」を拠点とした
自動運転サービス」協議会

国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所
計画課 tel:0265-53-7204
伊那市役所
企画部企画政策課 tel:0265-78-4111

●/●～●/●
○○:○○～○○:○○

●/●～●/●
○○:○○～○○:○○

９．実証実験の安全対策 レベル４専用空間の安全対策 17 

規制看板 予告看板 

〇交通誘導員：5名 
・専用走行空間周辺（区間両端、交差点部）に誘
導員を配置 
・専用走行空間への立ち入り禁止、周辺の安全確認
及び一般車両等の誘導を実施する。 

 
〇立て看板：8枚 
・走行ルート周辺に立て看板を設置 
・地域住民や道路利用者に対し、実証実験実施期
間、走行ルート、実証実験実施時に通行規制が発
生すること等の案内を実施。 

（イメージ） 

誘導員 

看板 

自動運転（レベル4） 
手動運転 

通行止め箇所 

道の駅
南アルプスむら長谷

美和診療所

152

南アルプス公園

伊那市諸施設
長谷健康増進センター

気の里
ヘルスセンター

栃の木

美和湖

デイサービス
センター
やすらぎ

高齢者
専用住宅

長谷
鍼灸治療所

さくらの家

美和診療所停留所

152



道の駅
南アルプスむら長谷

美和診療所

152

南アルプス公園

伊那市諸施設
長谷健康増進センター

気の里
ヘルスセンター

栃の木

美和湖

デイサービス
センター
やすらぎ

高齢者
専用住宅

長谷
鍼灸治療所

さくらの家

美和診療所停留所

152

18 

■見学場所付近の動線＜南アルプス公園＞ 

10．実証実験の安全対策 レベル４専用空間の歩行者動線 

〇見学は南アルプス公園駐車場からとする 
〇誘導員を配置し、専用走行区間内への立ち入りを規制 
○バリケード、カラーコーンにて専用走行空間と公園を分離し、バリケードには実験中につき立入禁止であることを掲示 

南アルプス公園 

南アルプス公園 
駐車場 

誘導員 

看板 

自動運転（レベル4） 
手動運転 

通行止め箇所 

道の駅「南アルプス長谷」を拠点とした
自動運転サービス」協議会

国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所
計画課 tel:0265-53-7204
伊那市役所
企画部企画政策課 tel:0265-78-4111

●/●～●/●
○○:○○～○○:○○



道の駅
南アルプスむら長谷

美和診療所

152

南アルプス公園

伊那市諸施設
長谷健康増進センター

気の里
ヘルスセンター

栃の木

美和湖

デイサービス
センター
やすらぎ

高齢者
専用住宅

長谷
鍼灸治療所

さくらの家

美和診療所停留所

152

19 

■沿道の駐車場 

11．実証実験の安全対策 レベル４専用空間の沿道対策 

〇沿道の住民、駐車場利用者には、事前に社会実験実施機関、実証実験実施時に時間限定で通行規制が発生する
こと等の案内を実施 

〇規制時は、バリケード、カラーコーンにて専用走行空間と駐車場を分離し、バリケードには実験中につき立入禁止であるこ
とを掲示 

① 

① 

② 
② 

③ 

③ 

誘導員 

看板 

自動運転（レベル4） 
手動運転 

通行止め箇所 



道の駅南アルプスむら長谷

長谷総合支所

美和診療所

152

152

中山

小学校

12．自動運転実証実験 レベル2：実験区間 20 

〇起終点の道の駅、長谷総合支所には、交通誘導員を配置 
〇沿道や乗降場には、立て看板を設置。立て看板では、実証実験実施期間、走行ルート等の案内を実施 

誘導員 

看板 

道の駅 
南アルプスむら 

長谷 

イメージ 

道の駅「南アルプス長谷」を拠点とした自動運転サービス」協議会 
 
国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所 
 計画課 tel:0265-53-7204 
伊那市役所 
 企画部企画政策課 tel:0265-78-4111 



13．実証実験モニターの募集 21 

〇モニター募集は、実験実施日及び運行スケジュールが決定後、チラシや伊那市を通じて実施 
〇原則伊那市内（長谷総合支所及び道の駅周辺を中心に）にお住まいの方を約1０0名募集 
〇モニターは、実験期間中、自由に停車場3箇所で乗降可能とする 
○集荷・配送のモニターは、伊那市を通じて事前に選定する 

属性 募集方法 停車場での乗降 アンケート・同意書の配布・回収方法 事前予約 

モニター チラシ 自由に停車場3箇所で乗降
可能 

・当日、乗車する停車場で自動運転車両乗
車前に配布 
・自動運転車両乗車後、降車した停車場で
回収（後日、回収する方法も検討） 

原則必要 

集荷 市役所選定 道の駅への集荷地点 ・事前にポスティング等により配布 
・自動運転車両乗車後、道の駅で回収 必要 

配送 市役所選定 総合支所 ・事前にポスティング等により配布 
・自動運転車両乗車後、道の駅で回収 必要 

 
・募集要件（必須はすべて、その他は１つ以上を満たす方） 
 
  《必須》 

 ・伊那市に在住または、勤務もしくは通学する方 
 ・小学生以上の方（小学生は保護者の方と同伴） 
 ・社会実験参加同意書へご署名いただける方 

 ・アンケート調査にご協力いただける方 

 《その他》 

 ・５０～８０歳代の方 【優先的に選定】 
 ・運転免許を返納された方、または、将来、返納予定の方 
 ・道の駅を利用されている方 
 



道の駅
南アルプスむら長谷

美和診療所

152

南アルプス公園

伊那市諸施設
長谷健康増進センター

気の里
ヘルスセンター

栃の木

美和湖

デイサービス
センター
やすらぎ

高齢者
専用住宅

長谷
鍼灸治療所

さくらの家

美和診療所停留所

152

14．実証実験の準備 22 

○車両の自己位置を特定するための磁気マーカをルート２区間において埋設 

作業 期間 作業内容 

磁気マーカ埋設工事 約１週間 
・埋設位置測量 
・磁気マーカ埋設 
・設置後測量 

自動運転車両の事前準備 約１ヶ月 
・自動走行制御の調整 
・タイムスケジュール確認 
・ドライバー事前研修 

交通規制を行い 
磁気マーカを埋設 
（延長 約150m） 

■実験準備項目・予定 

バス停

自動運転（レベル4）
手動運転



15．本年度のスケジュール 23 

○関係者の調整、実験環境整備を進め、実証実験実施に向けた準備を進める。 
○実証実験を実施した後、年度内に実施予定の第3回協議会にて実験結果を報告する。 

10月 

11月 

12月 

○協議会設置準備 
・関係団体（自治体、運輸局、警察等）との事前調整 

第１回協議会  （平成29年11月17日開催） 

○実証実験計画作成 
 ・警察協議、道路管理者協議、地方運輸局との調整等 

第２回協議会  （平成29年12月20日開催） 

○環境整備に係る関係者間の調整 
 ・実験環境の整備に係る関係者（警察、地元住民等）との調整 
 ・実験に関する一般道利用者への周知等 

○実験環境の整備 
 ・磁気マーカ区間の整備、実験車両の搬入・事前準備 等 

○実証実験実施 
 ・貨客混載による走行 
 ・関係者によるレベル4走行 

○原状回復 
 ・実験機材等の撤去等 

事
前
準
備 

実
験
準
備 

実
走 

撤
去 

2ヶ月 

1ヶ月 

1週間 

0.5週間 第３回協議会 （平成29年度内開催予定） 



24 

３．地元への周知方法 



１．地域への周知方法 25 

（１）「交通規制のお知らせ」、「実証実験のお知らせ」のチラシを回覧いただき、周知を図る。 
（２）道の駅や市役所において、広報チラシを設置（約7,000部） 
（３）ホームページによる実験案内を実施 

交通規制のお知らせのチラシ（イメージ） 実証実験・モニター募集のお知らせのチラシ（イメージ） 

※モニター募集方法、募集開始日時等要調整 



２．地域への周知方法 26 

※モニター募集方法、募集開始日時、住民説明会開催等、伊那市と要調整 

○周辺住民へはチラシ（自治会内での回覧）による広報を行い、周辺住民の安全確保を図る。 
○飯田国道事務所、伊那市の各ホームページに公道実証実験に関する情報を掲載する。 

広報手法 内容 

○地元説明会開催  実施概要、実施期間、実験ルート、運行時間、交通規制等を説明 

○チラシ回覧 
（対象地域周辺自治会） 

 実施概要、実施期間、実験ルート、運行時間、交通規制等を記載 

○チラシ配布 
（市役所、市内公共施設） 

 実施概要、実施期間、実験ルート、運行時間、交通規制等を記載 

○ホームページ掲載 
（飯田国道事務所、伊那市） 

実施概要、実施期間、実験ルート、運行時間、交通規制等を記載 

■広報計画 



参考：道の駅「南アルプスむら長谷」 基本情報 27 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 
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中山間地域における道の駅等を拠点
とした自動運転サービスにおける

検証項目

国土技術政策総合研究所
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①道路・交通 ②地域環境

③コスト ④社会受容性 ⑤地域への効果

①道路構造
（線形、勾配等）

②道路管理
（区画線、植栽等）

③混在交通対応

④拠点に必要な
スペース

①気象条件
（雨、雪等）

②通信条件
（ＧＰＳ受信感度）

①車両の導入・維持コスト
②車両以外に必要なコスト

①快適性（速度、心理的影響等）

②利便性（ルート、運行頻度等）

（中山間地域の道路イメージ） （雪道のイメージ）

（乗車イメージ） （貨客混載輸送のイメージ）

①高齢者の外出の増加
②農作物の集出荷の拡大 等

１．実験での検証内容

（電磁誘導線の敷設イメージ）

本資料では、国総研で検討を行う①②④（赤枠）について整理
なお、③コストは実績を整理、⑤地域への影響については各地域で効果把握を実施
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２．データの取得方法（①道路交通・②地域環境に対応）

【実証実験中の実施事項】
・調査員は、不具合等発生日時をイベントロガー等により記録

【実証実験時のイベント発生から評価までの流れ】

・実験中に発生した自動運転の停止、手動運転介入など不具合事象をイベントロガー・運
行記録等・車両データから把握

・カメラ映像と照合することで、状況把握・要因推定を行い、集計・評価、対応策の検討を行
う

照合

カメラ映像実験車両から
取得されるデータ

イベント
ロガー

手動記録 実験中は自動記録

運行記録

不具合等発生

介入

不具合等発生

介入

不具合等発生 集計・評価状況把握・要因推定 対応策検討

車両前方、車両後方、
ドライバ後方、車内

状況把握・要因推定
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３．実証実験走行においてデータ取得を行いたい事象（例）

①道路交通に関する検証例

自動運転の社会実装に向け、自動運転車両が一般車と混在して通行する上で生じうる課
題・要因を整理し、自動運転技術および道路側で必要となる対応等について整理を行う。

誤検知 狭隘箇所

課題・要因 ・進行方向道路上の雑草・ゴミ等
を異常物として誤検知

・自動運転では、1車線区間に
おける対向車との譲り合い等が
出来ず、スムーズな離合が
出来ない

想定される
事象
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３．実証実験走行においてデータ取得を行いたい事象（例）

②地域環境に関する検証例

天候等の地域環境による自動運転技術への影響の把握および道路側で必要となる要件
等について整理を行う。

雨天時
（晴天時との比較）

GPS受信感度の状況
（磁気マーカーの検知）

課題・要因 ・雨によりセンサー等が誤認識 ・GPSの不感地域において、車両の自
己位置特定が困難

想定される
事象

森林等の遮
蔽物による
ＧＰＳ受信
感度の低下
状況を確認

？

自動運転
車両

磁気マー
カーの検
知状況を
確認
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４．社会受容性の主な評価検証方法（案）

「社会受容性」の定義は論文等でも様々であり明確には定まっていない。本実験では、
社会受容性を下図のように整理し、評価を行う。

中山間地域における道の駅等を拠点とし
た自動運転サービスの社会受容性

自動運転
への期待

自動運転
技術への

信頼

「自動運転」自体の社会受容性「自動運転輸送ｻｰﾋﾞｽ」の
社会受容性

輸送サービスへ
の満足

自動運転の
周辺交通へ

の影響
・ ・

④社会受容性に関する検証例
1．本実験における社会受容性
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４．社会受容性の主な評価検証方法（案）

２．評価対象者・調査方法

対象者 乗客（モニター） 近隣住民

主な
調査
内容

 属性
年齢、性別、職業、免許保有、日常の移動手段、
日常移動の不具合、免許返納意向、将来の移動不安、送迎等の状況、送迎の頼みづらさ 等

 輸送サービスの受容性
満足度（ルート、頻度）、改善点、導入賛否、
将来利用意向

 自動運転技術への信頼
ヒヤリの有無、自動運転への懸念 等

 自動運転への期待
社会的意義(バスサービス向上、事故低減) 等

 周辺交通への影響
実験車両を見たか、邪魔と感じたか

 自動運転技術への信頼
ヒヤリの有無、自動運転への懸念等

 自動運転への期待
社会的意義(バスサービス向上、事故低減 ) 等

 輸送サービスの受容性
導入賛否、将来利用意向

調査
手法

事前事後でアンケート調査※を実施
※高齢者に対しては、聞き取り方式とする

事前事後で記入式アンケート調査※を実施
※自治会を通じて各世帯へ配付・回収

 乗客については、主として「輸送サービスの受容性」を調査
 近隣住民については、主として「周辺交通への影響」「自動運転技術への信頼」を調査

④社会受容性に関する検証例

※地域住民が運転を行う場合については、ドライバーに対し、「自動運転技術の不安・期待」を調査
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５．主な検証項目 
項目 実験において検証する内容 

①道路・交通 

  ○相互に円滑な通行のための道路構造の要件   ○自動運転に必要となる道路の管理水準 
  ・後続車の追越や対向車の離合を考慮した幅員  ・除排雪や凍結防止剤の散布等 
  ・待避所、停留所の設置     ・路肩駐停車車両 
 ・歩行者、自転車との分離や共存   

②地域環境 ○磁気マーカ設置区間における自己位置特定性能、ＧＰＳとの精度差 

③コスト ○磁気マーカの整備、維持管理コスト等        ○車両の維持管理コスト 

④社会受容性 ○自動運転技術への信頼性、乗り心地 

⑤地域への効果 
 ビジネスモデルの 

 検討を含む 

○円滑な地域内物流の支援 

 ・生産拠点から道の駅への野菜、加工品の配送実験（貨客混載輸送） 

 ・道の駅からへ公共施設の商品等の配送実験（貨客混載輸送） 

 ・既存の物流用ドローンポート（実験）との連携方策  

○高齢者の外出機会の増加 

 ・役場への行政手続き、診療所への通院、道の駅への買い物等への移動支援 

○運営主体のあり方 

 ・自治体や交通事業者等の役割分担 

○採算性確保の方策 

 ・将来の利用ニーズ（支払意思額、求めるサービスレベル等） 

 ・地元の食材を使った加工品、農作物の出荷機会の拡大可能性 

 ・将来の地域の協力体制（企業支援等） 

○他事業との連携 

 ・実験参加者の将来参入ニーズ（地元企業等） 

 ・新たな連携先のニーズ   
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道の駅南アルプスむら長谷

長谷総合支所

美和診療所

152

152

６．検証項目 総括 

集落から買い物施設、診療所
への移動支援 
高齢者専用住宅等集落から 
公共施設への移動支援 

磁気マーカ埋設区間 

 

 

中山 
小学校 

バス停

自動運転（レベル2）
自動運転（レベル4）

路線バス運行 
小中学校通学路 

 
 

道の駅から総合支所へ
商品配送支援 

（バーチャルマーケット） 

総合支所から道の駅・ドロー
ンポートを経由した配送支援 
（ドローンとの連携） 
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